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行動を求められる場面における望ましい

コミュニケーションの構築に向けて 災害と医療現場

有光奈美

本論文は、災害と医療現場における言語使用を取り上げ、こうした場面でより望ましいコミュニ

ケーションを構築するために認知言語学と語用論の視点がどのように貢献できるかということを論

じる。認知言語学は認知主体の感性や想像力、主観的な視点、環境との相互作用を重視する。記号

の意味が認知主体とは独立に存在する理性的客観的な世界を分析対象とした従来の客観主義的なア

プローチではなく、思考、推論、言語等に関連する知的な活動を取り込み、主体的かつ動的で身体

的な文脈を重んじる。五感、環境・社会との相互作用、外部世界との主体的な解釈と意味づけ、カ

テゴリー化、拡張といった意味での「認知能力」を中心に論じられる認知言語学は、言語使用者と

言語使用の場を重視する点で語用論とも通じる。語用論では、Austinの「遂行動詞｣｢発話の力」と

いった概念や､Searleの「スピーチアクト（発話行為）理論｣、Griceの「協調の原理」の解明によっ

て、実際の言語使用がただ単なる発話の交換ではなく、具体的な場面での「行為」を引き起こすこ

とが指摘されている。将来起こるかもしれない災害への防災対策や、医療の高度細分化や専門化と

いった社会の変化の中で深刻な問題が生じうる分野では、何らかの適切な行動をとることが求めら

れる。現在の想像を超える状況が起こることも想定される。背景知識が異なる者同士が意思を伝達

しあう際は、さまざまな問題が生じるため、適切なコミュニケーションを行うことは今後ますます

重要な課題となる｡適切な行動をとることが求められる場面において､どのようなコミュニケーショ

ンの構築が必要となるのか認知言語学と語用論の視点からの貢献可能性を論じる。

場面でより望ましいコミュニ蕊

謡撫艶蕊雪ミ
とした従来の客観主義的なアミ

熱製

込み､主体的かつ動的で身体ii#

撫壽菫鰐茎雇懸：
識識

の「遂行動詞｣｢発話の力」と蕊

蕊
斑発話行為

簿き"一i…忍ぶ？
keywords:防災メッセージ、医療メッセージ、望ましさ、意味解釈、発話行為

目次

l.災害と医療におけるコミュニケーショ

ン

l.l.災害におけるコミュニケーション

と暖昧性

l.2.医療現場におけるコミュニケーショ

ンと暖昧性

2．望ましさはどのように決まるか

2.l.家族的類似性とカテゴリー化

2.2．発話行為論とコミュニケーション

2.3．発話することと行為

2.4．命令における2つの視点

3．具体事例の分析

3.l.命令を伝達する際に選択される表

現（話し手・発信者側の課題）

3.2．標語等による定着と命令文の受け

止め方（聞き手・受信者側の課題）

4．まとめ

l.災害と医療におけるコミュニケーション

1.1．災害におけるコミュニケーションと暖昧性

日常言語使用はその使用者にとってあまりにも

馴染みがあるので、その仕組みについて立ち止

まって考えることはなかなかない◎一方で、災詳

や医療といった分野は日常的に身の回りにあって

慣れ親しんでいるという人は多くなく、むしろ自

らが思いがけなくそうした事態に巻き込まれたI)

遭遇したりしたときを契機に、深く考えさせられ

る対象である。こうした言語使用の側面について

先行研究が行われてきているが、多領域にまたが

る学際的な分野であり、まだ多くの課題が残され

ている。

2011年3月ll日に起きた東日本大災害は、日本

中、‐肚界巾の生活の社会的かつ個人的なあらゆる

側面に大きな影響を与えたが、日常言語使用の今

後のあり方についても深く考えさせる契機となっ

た。媒体としては、テレビ、ラジオ、インター
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ネット、新聞、雑誌等で情報が届けられた。即時

性がある情報媒体はテレビやラジオやインター

ネットであったが､そこでの言語使用については、

2012年3月以降､諸分野で検討が続けられており、

2013年現在既に多くの改善変更が提案され実行さ

れてきている。(http://www.bousai.go.jp/jishin/

tSunami/hinan/6/pdf/3.pdf)

(1)a

b

6メートルの津波が来ています。危険

ですので、今すぐ避難してください。

今すぐ行動してください！逃げてく

ださい！

上記の二つの表現を比較すると、「6メートル

の津波」という表現が含まれている(la)で十

分に状況が理解できる聞き手も存在している一方

で、「6メートルの津波」が何を指して、どのよ

うな行為を促しているのか十分に理解できず、適

切な行動に結びつけられない聞き手も存在してい

る。東日本大災害後、報道表現は検討され続けて

おり、「今すぐ可能な限り高いところへ逃げるこ

と！」｢決して立ち止まったり、引き返したりしな

いこと！」と、より直接的に伝わりやすい表現が

提案されている。（出典：放送記念日特集「NHK

と東日本大震災」(2012年3月22日放送)NHK)

こうした表現の検討については津波、地震等それ

ぞれの専門家の知見が必要であり、産学共同の研

究と実践が今後いっそう必要となってくる。地震

だけでなく台風等その他の自然災害もある。「今

すぐ」と「ただちに」と「1分以内に」のどれが

より適切であるのか、「6メートル」と表現しな

いのであれば、それに代わる表現はどのようなも

のが適切であるのか、それは話し手と聞き手が背

景に持っている共有知識の程度にも依存すること

であり、関係者はできるだけ多くの人々に適切に

伝達されるよう工夫を重ねている。

1.2．医療現場におけるコミュニケーションと暖

昧性

｜医療現場では医療行為者と患者、医師と看護師

等いろいろなコミュニケーションの構成員が想定

される。医療行為者同士でも、医師と看護師の会

話の特徴と協働関係形成について中川･林（2008）

等でも指摘されている。また、医師と患者との会

話では以下のようなものを想定ができる。

(2)a.夜中に子供がしょっちゅう起きます。

b.夜中に子供が一時間おきに起きます。

（3）医師：今日はお風呂はやめてください。

患者：シャワーはどうでしょう。

医師：シャワーは大丈夫ですよ。

（2）であれば、「しょっちゅう」と説明するよ

りも「一時間おき」と患者から積極的に具体的情

報を交えながら説明した方が、医師には問題が伝

わりやすい。（3）であれば、何回も同様の治療

経験を繰り返している患者であれば「お風呂」の

みで十分かもしれないが、患者の背景知識によっ

ては最初から「シャワーは大丈夫ですが、湯舟に

長くつかるお風呂はやめてください」と加えた方

が漏れがなく、患者は適切な行動をとることがで

きる。

2．望ましさはどのように決まるか

2.1．家族的類似性とカテゴリー化

言語の使用とは暖昧なものだが、何をどのよう

に認識するかということは言語の問題であるとも

いえる。人間には言語を通して対象を認識してい

る部分がある。EleanorRosch(1977)が提唱し

たカテゴリー論は、人間の分類行為に関して論じ

ており、人間の日常生活における事態把握や認知

の仕方を論じる際に重要な視点である。世界には

｢烏らしい烏」と「烏らしくない烏」が存在して

いる。「烏らしい烏」を中心に周辺的な烏も烏の

カテゴリーに入るものとして存在している。

（4）烏

烏らしい烏：ハト、スズメ、

烏らしくない烏：にわとり、

ツル等

ペンギン等

しかし、こうしたモノの見方は単に生物学的特

徴によって決まるのではなく、人間がそれをどの

ような目的で分類するかということによってカテ

ゴリー化されている。
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（5）椅子

椅子らしい椅子：教室にある木製の椅子、

居間のソファ、社長室の椅子

椅子らしくない椅子：美容室の椅子、ダン

ボール箱、岩

「椅子らしくない椅子」については、Lakoff

andJohnson(1980)でさまざまな例を上げてお

り、beanbagchair(中にプラスチック等が入っ

て膨らませてある袋で出来た椅子）でさえも目的

にかなっていれば椅子になりうることが指摘され

ている。ダンボール箱であっても目的にかなって

いれば椅子になる。大きな岩や石さえも公園で

ペットボトルを飲むときの椅子になることがあ

る。しかし、そうしたものを教室で椅子としてみ

なすことはできない。また、椅子として使うこと

も難しい。このように何をどのようにカテゴリー

化するかということは場面ごとの目的に応じて動

的に決定され、望ましさは行為の目的で決まる。

また、Wittgensteinが指摘した家族的類似性

(familyresemblances)とは、語の意味を父親と

母親そして子供の関係になぞらえ、部分的な共通

性によって結びついた集合体としてみなしてい

る。子供は父親とどこか似ているところがあり、

母親ともどこか似ているところがあるものだが、

どちらともそっくりというわけではない。18世

紀にはKantが世界を理解するために知覚能力の

問題に焦点を当てたのに対して、20世紀初頭には

Wittgensteinがlanguagegameという考え方を

導入し、私たちの言語によるコミュニケーション

がある特定のルールに基づいて行われていること

に注目した。哲学の問題とは言語の問題であり、

言語をとおして哲学の諸問題が問われている点を

指摘した。Wittgensteinは何かの意味とされるも

のは常に言語の外側にあるとした。このことは、

話し手の言語使用によって聞き手に何らかの行動

をとらせることとも密接に関連している。

2.2．発話行為論とコミュニケーション

コミュニケーションには会話、電話、手紙等、

さまざまな方法が存在しているが、話し手と聞き

手、そしてそのコミュニケーションが行われる場

面（環境）が必要である。会話であれば、以下の

ような例を想定することができる。

（6）暑いなあ。

a．暑いという体感を感想として述べてい

る。

b.窓を開けてほしいと依頼している｡

c・冷房を入れてほしいと依頼している。

d.今日の夕食はそうめんのような食べや

すいものにしてほしいと伝えている。

e、もうこの店を出ようと促している｡

f.かき氷でも食べに行かないかと誘って

いる。

g.こんなに西日が強い部屋を借りたくな

いと不動産屋の提案を拒絶している。

h.これからまもなく客人が来ることがわ

かっていたのに、冷房も入れないまま、

このような暑い部屋にしておいて、な

んとあなたは気が利かない人物なのか

と非難している。

このように「暑いなあ」という発話は、いろい

ろな場面でさまざまな意味に解釈しうる｡それは、

話し手と聞き手がどのような人物であるかに拠

る･また、話し手と聞き手がどのような場面、環

境、文脈で、この発話を行い、聞いているのかと

いうことにも拠る。上に書いたような(a)～(h)

のような意味は「暑い」という項目を辞書で調べ

ても掲載されていることはない。このように語の

意味は、話し手と聞き手という存在を持った語の

使用場面で決まるということを指摘したのが語用

論の視点である。また､上記では漢字を用いたが、

実際の場面で単に発音するだけであるなら｢熱い」

｢厚い」「篤い」といったバラエティも想定するこ

とができる。したがって、場面によっては以下の

ようにも聞き手は解釈しうる。

(7)a

b

若い男女が電車の中で皆が見ている中、

いつまでも親しくしているので、それ

を冷やかしている。

大根は薄く桂剥きにするように言った

のに、全然薄くないので、もう一度作
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業をやり直すように促し、今度はもっ

と丁寧に作業するように命令している｡

話し手と聞き手は動的な環境という文脈の中で

意味解釈を行っていることがわかる。聞き手は相

手が何か自分に意味解釈が可能なことを聞かせる

だろうと思っており、話し手はお互いが協力しあ

おうと思っているはずであると想定している。し

たがって、多少の無理があっても、話し手と聞き

手はどうにかして意味（あるいは意図）を見つけ

ようとするのである｡どのような場面でどのよう

な表現を用いるかという選択が、腕曲表現、間接

的な依頼・命令、直接的な依頼・命令という伝達

方法となり、社会における調和のある円滑なコ

ミュニケーションの一助となっているのである。

しかし、災害や医療現場において、このような

椀曲表現や、何通りにも解釈の余地があるような

表現を話し手が選択することは、聞き手にとって

メリットがない。むしろ、はっきりと具体的な指

示が伝達されることが、こうした場合のコミュニ

ケーションには不可欠である。

23．発話することと行為

こうした潜在的な暖昧性を前提とした言葉によ

るコミュニケーションであるが、発話することが

すなわち行為であるという指摘は語用論の大きな

貢献の一つである｡言語の使用とその解釈に限

界があるとしても、人間は依然として言語を道具

としてコミュニケーションをしている．日常言語

使用であれば話し手と聞き手の双方あるいはどち

らかによる誤解や解釈の行き違いも修正する時間

的・心理的余地がありえるが、災害や医療現場と

いう場面は一般には日常から離れており、生命を

かけた特殊な文脈を持つことから、より実用的で

精綴化された方法論が望まれる。

（7）はい、誓います。

｜この発話は結婚式場において新郎と新婦が神父

の立ち会う中で、夫婦になることを誓うというよ

うな場面において「誓った」ことになり、二人は

夫婦となる。これを電車の中で、見知らぬ人たち

が周りにいる中、二人だけで話し手と聞き手の役

割を演じたとしても､結婚式という場で「誓った」

のとは異なる性質の誓いとなる◎また、既婚者が

このように発話したり、中学生同士であったりす

れば､この誓いは充分に有効なものとはならない。

（8）次に同じ違反をすれば、罰金です。

これは警察の取り締まり場面や契約関係締結の

役割を社会的に与えられている人が発話をすれ

ば、罰金を課し、具体的には聞き手からお金を取

るという行為を実行することができるが、そうし

た役割を持った適切な地位にない者がこのように

発話しても、行為と結びつくことはない。類似の

動訶として「命名する｣｢宣誓する｣｢警告する」等

を挙げることができる。これらはperfOrmative

verbs(発話遂行動詞）と呼ばれる。医療におい

て治療行為することができるのはその資格を有し

ている立場の人である。災害時の警報では、公的

な役割を持った適切な地位にいる人が具体的な発

話をすることで、聞き手は何らかの行為の必要性

を伝達され、情報に基づいて判断をして、特定の

行為を取るようになるのであるから、伝達者の責

任は大きい。十分に平易で具体的なメッセージが

伝達できれば、聞き手はただちに望ましい行動を

とることができる。

2.4．命令における2つの視点

発話することで聞き手の行為を促すということ

が、命令の形をとることもあれば、依頼やもっと

弱い椀曲的な表現形態のこともある◎命令につい

て、さまざまな分類方法が可能であるが、本論文

では、聞き手にとってメリットがあるかどうかと

いう視点からの分類を導入する。

(9)Givemeyourmoney.

(10)Lendmeyourcomputer

上記のような命令文では、聞き手は（特別な文

脈を除いて）話し手によって命じられたように行

動することによって、話し手の希望を叶えたとい

う以上のメリットはない。こうした研究の背景と
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Howtogetapenfromsomeoneelse

Saysomethmg

onrecord

’|溌罵驚剛撫ⅧoffrecOrd(@Ifbrgotmypen')

Saynothing(butsearchinbag)

してBrownandLevinson(1987)では、どのよ

うにペンを借りるかということについて触れられ

ている。

しかし、下記のような命令文では、話し手は聞

き手にメリットを提供しようとしている。聞き手

は命じられたように行動することによって、自分

自身により良い利益を得るようになったり、緊急

時における危険から身を守ることができたりす

る。

(11)

(12）

(13)

(14)

Givemeyourdirtyshirt.

Havesomemorewine.

a.Don'teatit!/b.Don'tsteponthat!/

c.Don'tmove!

a・Run!Justrun!

BrownandLevinsonが上で示したペンを借り

るための発話の目的は、話し手にとってメリット

がある場合であり、例文(9)(10)のタイプに

類する。しかし、災害時や医療現場においては、

baldonrecord(.Givemeapen')の形を持ちな

がらも、(9)(10)のようなタイプとは異なる、

聞き手にとってメリットがあるような行為をとら

せるという目的をもった命令文が選択されている

こととなる。

3．具体事例の分析

3.1．命令を伝達する際に選択される表現(話し手・

発信者側の課題）

気象庁では、2011年の東日本大災害の後、津波

警報の課題と改善策を有識者、防災関係機関等に

よる勉強会・検討会を通して検討してきた。そし

て、2013年3月7日より、適切で簡潔な表現で避

難を促すための新しい津波警報の運用が開始され

ている。

また、ポスターでは「津波警報が変わります」

として、「『巨大』と発表されたら、非常事態｣｢高

い津波が来る前には、津波の高さを『観測中』と

発表｣｢津波から命を守るためには、すぐ避難」と

記して、国民への周知を行っている。

また、具体的改善点として、以下の点を挙げて

いる。

①巨大地震による津波の規模の過小評価を防止し

ます。

②「巨大」という言葉を使った大津波警報で、非

常事態であることを伝えます。

巨大地震が発生した場合は､最初の津波警報(第

一報）では、予想される津波の高さを、「巨大｣、

「高い」という言葉で発表して非常事態である

ことを伝えます。「巨大」という言葉で大津波

警報が発表された時は、東日本大災害クラスの

非常事態であるため、ただちにできる限り高い

ところへ避難してください！
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種類 津波の高さ 取るべき対応

大津波警報

津波譽報

3m~

1m～3m
沿岸部や川沿いにいる人はただちに安全な高い場所へ避難する

津波注意報 0.2m～1m 海の中にいる人はただちに海から上がって海岸には近づかない

(気象庁ホームページhttp://www.jma.go・jp/jma/kishou/books/tsunami_dvd-sonaeru/keiho.html)

③巨大地震の発生時は、予想される津波の高さを

「巨大｣｢高い」という言葉で発表します。

精度よく地震の規模が求まった場合には、予想

；される津波の高さを、lm、3m，5m、10m，

10m超の5段階で発表します。巨大地震の場合

でも、地震発生から15分ほどで精度のよい地震

の規模が把握できます。その時は、予想される

津波の高ざを「巨大｣｢高い」という言葉での表

’現から、5段階の数値での発表に切り替えます。

また、巨大地震ではなく、地震の発生直後から

｜精度よく地震の規模が求まった場合は、初めか

ら5段階の数値で発表します。

④予想される津波の高さは、各区分の高い方の値

｜を発表します。

｜例えば、3～5メートルの津波が予想された場

合は、「大津波警報」を発表し、「予想される津

’波の高さは5m」と発表します。

⑤沖合で観測された津波の情報をいち早く伝えま

，す。

｜沖合の観測データを監視し、沿岸の観測よりも

早く、沖合における津波の観測値と沿岸での推

定値を発表します。このとき、予想よりも高

』い津波が推定されるときには、ただちに津波譽

’報を更新します。

本論文と最も関係しているのは項目②と③であ

る。ここで適切な表現が選択されれば適切な行動

が取りやすい。津波警報・注意報に応じて「とる

べき行動」がわかりやすければそれだけ被害を小

さくできる｡また、テレビ画面に映される文字の

大きさ、色（赤等の注意喚起をする色）の使用、

発話のスピード、発話者の表情、声色等も、メッ

セージを伝達する上で影響力を持つ不可欠な要素

である。

茨城県大洗町は2011年3月ll日、約4メートル

の津波が襲来したが、津波による犠牲者はでな

かった。そこでは避難の呼びかけの工夫が見られ

た。「避難命令｣｢避難せよ」という命令調の表現、

｢○○町」等の具体的な場所の名前を示した指示、

津波が今どこまで来ているかといった現状の報

告、「自宅に戻らないで」といったその時々に応

じた言い回しの追加、「避難せよ」「避難してくだ

さい」を交互に使用する等、放送内容の変化が挙

げられている。(出典:地域防災計画における地震・

津波対策の充実.経かに関する検討会報告書(2011

年12月）総務省消防庁、放送研究と調査(2011年

9月号)｢大洗町はなぜ「避難せよ」と呼びかけた

のか」NHK放送文化研究所）

また、宮城県女川町では、地震発生後の防災行

政無線からの最後の呼びかけを「逃げろ」と命令

口調で放送している。これに対し住民は「逃げな

ければ」と切迫感を感じた。防災行政無線の放送

内容は､①女川町企画課からお知らせいたします。

大津波警報が発令きれましたので、至急高台に避

難してください（計2回繰り返し）②大津波が押

し寄せています。至急高台に避難してください。

③逃げる－1高台に逃げろ－！のように変化

し、③は命令調で叫ばれた｡（出典：放送研究と

調査(2012年3月号「命令調を使った津波避難の

呼びかけ～大地震で防災無線に使われた事例と、

その後の導入検討の試み」NHK放送文化研究所）

一方で、「ただいま、岩手県沿岸に大津波警報

が発表されました。高いところで3メートル以上

の津波が予想されます。火の始末をし、開元付近

の方は知覚の高台か避難場所に日案ンするよう指

示します」といった呼びかけについては、具体的

な数字がひとり歩きした、通常の行政からのお知

らせ放送の洋で、危機感や切迫感が伝わってこな

かったといった報告がある。(2012年3月号「命

令調を使った津波避難の呼びかけ～大地震で防災
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無線に使われた事例と､その後の導入検討の試み」

NHK放送文化研究所）

2011年ll月、日本放送協会(NHK)は東日本

大震災での放送を踏まえて、アナウンサーの呼び

かけを命令調や断定調に変更した。また、大津波

警報の発表時には｢すぐに避難を！」というテロッ

プを画面右上に表示するようにした。津波は、予

想の高さ・第一波の観測情報を見送り、「巨大な

津波の恐れ」と表記を変更した。M8.0を超えた

場合は｢予想6m｣と表現せず｢巨大な津波の恐れ」

と表現を変えたり、第一波の観測をあえて遅らせ

たりして発表する等の新方針を提示している｡(出

典:放送記念日特集「NHKと東H本大震災｣(2012

年3月22日放送)NHK)

命令文の扱いについて、日本語では明示的命令

文の使用が英語ほど多くないことが広告表現研究

で指摘されてきている（有光:2009)。商品の特

性にも拠るが、英語では"Buyone,getonefree."

のような表現が見られる場合でも、R本語で直訳

を考えた場合、それが広告にそのまま使用される

事例は見つけにくい。日本語の広告では「買え」

｢買いなさい」と表現せずに、消費者に買うこと

を促すものが少なくない。広告以外のテクストで

も量の多寡に関する傾向を調べる必要があるが、

命令や説得を伝達する際に選択される表現が日本

語では必ずしも命令文が最優先ではない可能性が

ある◎そうした言語においても、緊急時には明示

的な命令文が求められる場合がある。また、普段

頻繁に使われない明示的命令文という形であるか

らこそ、危機感や緊迫感が際立って伝達されやす

い可能性もある。

3.2．標語等による定着と命令文の受け止め方（聞

き手・受信者側の課題）

コミュニケーションとは場面に応じて動的に変

化する話し手と聞き手の相互の問題であることは

これまでに述べたとおりである。したがって、話

し手の発するメッセージ内容をより適切なものに

していくだけでなく、日頃から聞き手側の準備も

進めていくことが望ましい。暗記は繰り返すこと

によって定着するが、日本史や世界史の年号を覚

えるのに語呂合わせをすることがあるように､メッ

セージを言語だけでなく視覚的な図式でとらえた

り、音楽等の節やフレーズにのせたりすることで

記憶を強いものとする方法がある◎池谷(2001)

では、記憶に中期記憶と長期記憶があることが紹

介され、脳への入力効果を高めるためには①外部

情報を効率的に中期記憶に取り込む、②中期記

憶を長期記憶に育てることが必要と述べられてい

る。中期記憶が脳の海馬に取り込まれるためには、

情報を深く理解し、意味づけ、なぜその情報が必

要なのかという動機づけ等が必要である。中期記

憶が消えないうちに反復学習することで記憶保持

が可能になる。中期記憶は何回も反復することで

側頭葉に送られ、長期記憶となって保持される。

このプロセスを経て情報が知識となり、思考・椛

論・創造の基盤となる。字面を目で追って読むだ

けではなく、聴覚を活用しながら人から話を聞い

たり自分で音読したりして情報を獲得すると一層

よく記憶に残ることがあるように、複数の感覚器

官を通して伝達される情報は記憶保持が強い。

災害関連では、「津波てんでんこ」の教育（岩

手県石巻市の事例）がとっさの行動に結びついた

という報告もあり、日頃からの心掛けが有益であ

ることが裏付けられている。津波が来たら取るも

のもとりあえず肉親にもかまわず、各自がてんで

んばらばらに一人で高台に逃げろ、自分の命は自

分で守れといったメッセージが日常生活を通して

小中学生に届いていた。

また、義理や恩といった日本固有の文化の価値

を分析したBenedict(1946)に遡るまでもなく、

日本人が周囲のHを気にする文化を持っているこ

とは、こうした行為を求められる場面において、明

示的な伝達や、具体的な質問による確認や、人に

先立つ行為の選択を跨踏させたり難しくさせたI)

している潜在的側面がある可能性がある。「津波て

んでんこ」の教育はそうした環境においても自ら

の判断で行動を選択することを励まし、後押しす

る標語であると言える。こうした背景知識を共同

体で共有していれば、緊急時に積極的行動を自ら

の選択することにためらいが減少する効果がある。

医療現場であれば、医療行為者からの暖昧性を

排除した表現、段階性や頻度を具体的に数値化し

た表現、容易に理解できる平易な表現、明示的な
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命令や指示が求められる一方、患者側は端的で具

体的情報（病状や問題点）の提示、事前に要点を

メモ書きにしてまとめておく等の工夫が双方に

とって有用である。また、患者が医師に遠慮をし

たり、疑問があっても指示されるがままになった

|りすることがあるとすれば、それを排除できる方

法の一つもコミュニケーション面の課題に存在し

ている。望ましいコミュニケーションをしやすい

環境の構築のためには、話し手と聞き手、そして

発話の場（環境）という3要素の努力が不可欠な

のである◎

社会に既に存在していることわざや地域や家庭

内の知恵もあるが、学校教育を含め、メディアか

らの発信等、特殊化した目的を持った場面での情

報の共有、メッセージの受け手の基礎知識の定着

を図っていく必要がある。今後、こうした災害や

医療現場という行動が求められる場面について、

日本人の文化特性まで考慮しながら、標語･俳句・

短歌・歌の募集を行い、あらゆる年齢層、障害の

有無、日本に住む日本人、外国人にとって、アク

セスしやすく覚えやすいメッセージをさまざまな

メディアを通して言語と非言語を交えながら五感

に訴える方法で発信していくことも有効である。

言語は人間を人間たらしめている特徴の一つで

あるが、その使用にはさまざまな側面があり、「言

語使用」という何か中身が決まった箱が存在して

いるわけではない。語の意味も発話の意味も動的

に変化する。災害や医療現場における言語使用に

関する研究は、求められる行動選択が生命と関

わっていることから､話し手､聞き手､発話の場(環

境）という3要素による視点の導入が他の領域以

上に必要である。認知言語学・語用論は言語を通

して人間の認知基盤、言語使用、発話、推論、理

解の問題を解明してきているが、言語が人間の思

考と行動に結びついていることを踏まえれば、こ

うした応用的学際的領域においても大きく貢献で

きる部分があると考えている。

4．まとめ

｜本論文では、認知言語学と語用論の視点から、

災害と医療現場という特殊な状況下において、た

だちに行為が求められるような場面で、どのよう

にしたら今まで以上に望ましいコミュニケーショ

ンが構築できるかということを論じた。話し手に

よる語の使用は単に発音を伝えるだけでなく、聞

き手への何らかの行為を促す。しかし、椀曲的す

ぎる場合には本来の目的が達成できないことがあ

る◎平常時であれば社会の調和を考えて椀曲表現

が積極的に選択されるような場面であっても、緊

急時においては、より直接的で暖昧性が排除され

た表現が望ましい。また、とっさの判断と行動が

とれるように常日頃から備えをしておき、聞き手

として情報を受け取りやすい土壌を作っておくこ

とも重要である。
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